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10 月 9 日に 2019 年のノーベル化学賞が発表され、旭化成

名誉フェロー 吉野彰さん（71）が受賞されました。嬉しい、

素晴らしいニュースでしたね。 

スマートフォンや電気自動車に搭載するリチウムイオン電

池を開発し、世界の人々の生活を変え、IT をはじめ産業の発

展に貢献した業績が評価されたものです。日本の化学の研究

力の高さがあらためて証明されました。 

受賞当日の夜のニュースで吉野さんは次のようなことを話

されていました。 

「研究はコツコツと執着をもって進めることが大事だ」。 

「柔軟な発想が大事だ」。 

元部下の方は，「将来何が社会で求められるか考えることが大

事だと教えられた」と。（ビジョンだね）。 

これらは、まさに iP-U がいつも皆さんに言っている「５つの

基盤的能力」ですね。 

さあ、今日も「５つの基盤的能力」を意識して過ごしてみ

ましょう。 

それは「あなたのノーベル賞」につながる道なのです！ 

 

令和元年 10月 15日現在 iP-U 受講者数 

基盤プラン   39名 

才能育成プラン 12名 

Vol.３ 

iP-U が重視する５つの基盤的能力は 

ノーベル賞へとつながる道 

 

iP-U が重視する 

５つの基盤的能力 

1.発想力  

2.執着力(Grit)  

3.コツコツ力 

4.未来想像力(ビジョン) 

5.共創的 

 コミュニケーション力 

リチウムイオン電池

とはどんな仕組みの

電池だろう？ 

どんな物でできてい

るのだろう？どんな

未来が期待されて 

いるのだろう？ 

この機会に 

調べてみよう。 

 

生理学・医学 物理学 化学

1949年 湯川秀樹(42)

核力の理論による中間

子存在の予言

   65年 朝永振一郎(59)

量子電磁力学に関する

基礎的研究

73年 江崎玲於奈(48)

半導体におけるトンネ

ル効果の実験的発見

81年 福井謙一(63)

有機化学反応における

フロンティア軌道理論

87年 利根川進(48) の開拓

2000年 白川英樹(64)

導電性プラスチックの

発見と開発

1年 野依良治(63)

不斉触媒による水素化

学反応の研究

2年 小柴昌俊(76) 田中耕一(43)

たんぱく質の質量分析

法の開発

8年
小林誠(64)

益川敏英(68)

下村修(80)

緑色蛍光たんぱく質

の発見と応用

南部陽一郎(87)

根岸英一(75)

鈴木章(80)

10年
有機合成におけるクロ

スカップリング反応の

開発
12年 山中伸弥(50)

赤崎勇(85)

天野浩(54)

14年 中村修二(60)

青色発光ダイオードの

開発

15年 大村智(80) 梶田隆章(56)

ニュートリノが質量を

持つことを示すニュー

トリノ振動の発見

16年 大隈良典(71)

18年 本庶佑(76)

超新星から飛来する素粒

子ニュートリノの観測

素粒子フォークが3世代

あることを予言する対称

性の破れの起源の発見

素粒子物理学における自

発的対称性の破れの発見

細胞内のリサイクル機

能、オートファージの

仕組みを解明

線虫の寄生による感染症

に対する治療法の発見

多様な抗体をつくる遺伝

的原理の解明

がん免疫薬につながる

生体分子の発見と応用

注)カッコ内は受賞時の年齢。

敬称略。米国国籍を含む。

 注)黄色の吹出し内は、今年度

のiP-Uの授業名

様々な細胞に成長できる

能力を持つiPS細胞の開

発

化学結合論入門

粒子・反粒子と

物質の起源

一日体験化学教室

粒子・反粒子と

物質の起源

光るクラゲの光るワケ

一日獣医師体験講座

レーザー光の発生と

画像解析

粒子・反粒子と

物質の起源

日本人のノーベル賞(自然科学系)受賞内容とiP-Uの授業


